
3. 研 究 会

分子からみた霊長類の系統と進化

期 日:昭和61年2月7,8日

場 所 :霊長類研究所,会議室

参加者:約60名

プログラム

1.′進化についての私見

柴谷篤弘(関西医科大学･生物)

2.古生物学からみた分子時計の疑問

瀬戸口烈司(京都大学･霊長技研)

3.分子時計一分子進化速度の-定性に関する最

近の知見 宮田 隆 ･林田秀宜･菊野玲子

(九州大学･理)

4.詔良枝におけるヘモグロビンの分子進化の遅

延 毎田徹夫 (長崎大学･医)

5.スラウェシ(セレベス)マカクの起源と進化

竹中 修(京都大学 ･霊長類研)

川本 芳(名古屋大学･農)

6.新世界ザルの系統と分化

峰沢 満(京都大学･霊長類研)

7.C2良美刺こおける血液型の進化

古川 研(群馬大学 ･医)

8.Q投獄の逝伝子反復配列の起源と進化

藤田 鰐･服部正平 ･榊 任之

(九州大学 ･退伝情報)

9.53長校のグロビン退伝子

清水宏次(愛知県コロニー･発達

障害研)

10.免攻グロプ1)ン遺伝子から見たヒトの起源と

進化 植田信太郎(東京大学 ･理)

ll.ヒトおよび霊長類のミトコンド])アDNA解

析 宝釆 聡く国立退伝学研究所)

世話人 :竹中修･庄武孝義･中村 伸･野津 謙

分子レベルでの霊長類の系統や進化に関する研

究が武が国においても盛んとなってきた現状を雌

まえ,霊長頬研究所の共同利用研究において,rh

液タンパク質を分子指標とした霊長類の系統と進

化｣という題目のもとに,計画研究が企画された

(昭和58-60年度)｡今回の研究会はその計画共

同研究の ｢まとめ｣としたものであるが,それら

にトピックスを加えて研究会を企画した｡それは

分子進化を考えるとき,二つの前提があるように

思われる｡その一つは最大節約(MaximumPar

simony)であり,他は分子進化速度一定である｡

研究会初日にはその前提を検証する意味を含め,

ユニークな進化論,分子進化研究を進めておられ

る方に講演をお願いし,2日日には血液型やDN

Aのレベルで研究成果を挙げて来ておられる万を

およびし,また研究所スタッフが海外学術調査で

得た研究結果を加えた｡分子レベルでの霊長頬の

系統研究の現状を知り得た他に,分子レベルの研

究者と古生物,形態研究者との間で活発な討論が

なされ他所では催せない研究会になったと思われ

る｡ (文召:竹中 修)

第15回ホミニゼーション研究会

期 日:1986年3月19日(水)～20日(木)

場 所:犬山市宮林

京都大学霊長頬研究所 会議室

参加者 :約80名

共通テーマ:｢食と人口｣

プログラム

8月19日 司会 西田利貞(束大 ･理)

1.丸橋珠樹(京大 ･霊長研)

｢ニホンザルの採食戦略と袋田サイズ｣

コメント:高崎浩幸(京大･理)

2.岩本俊孝(宮崎大 ･教育)

｢詔長類における体重 ･餌と社会生磁変

星の関係について｣

コメント:大沢秀行(京大 ･笠長研)

3.長谷川真理子(東大･理 )

｢チンパンジーのメスのReproductive

potentialと子殺し｣

コメント:森 梅代(京大･霊長研)

3月20日 司会 江原昭善(京大･詔長研)

4.小山修三(国立民博 )

｢先史時代日本の人口推移｣

5.西田正規(筑波大･歴史人数)

｢定住生活と農耕の起源｣

司会 原子令三(明治大･経営)

6.市川光雄(京大･理)

｢ピグミーの食生活と人口｣

7.佐藤 俊(立教大･文)

｢牧畜民の食と人口調節｣

討論者 :杉山幸丸(京大 ･霊長研)･森 雌 (戻
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大 ･詔長研 )･マイケル･ハフマン(読

大 ･理 )･浅見千P.千(P,Q門数帝大)･

小原秀雄(女子栄燕大)･藤岡田愛(甲

南大)

世話人 :江原昭誇･河合雅雄 ･竹中 修･疫辺 叡

今回は,詔長頬の採企城崎を土台として,それ

に繋煎戦略をかみ合せた時どのような人口動態が

もたらされろか,さらに先史入札 さまざまな生

菜形態の現代人獄で食と人口がどのようにかかわ

っているかを試論するために企画された｡

ニホンザルでは生息密度が過密になれば,新し

い採食メニューが開発されること,霊長類全体を

通じて,体重が社会生態変塁と密接にかかわるこ

との指摘があった｡チンパンジーに関して,子殺

しや増殖率のデータが示され,さかんな議論を呼

んだ｡縄文時代の人口推移のシミュレーションが

示され,西日本の人口の少なさが話題となった｡

農耕の起源と開通する定住生活は,鳥浜貝塚の例

から有用木草城の利用を通して,かなり早卿 こ実

現したことも示された｡牧畜民の複雑な社会制度

や狩猟採免民の著しい変容過程が示され,今後の

展開に興味がもたれた｡今回の議論をふまえ,吹

回は繁殖をめぐる諸問題の試論が予定された｡

(文吉 ･渡辺 毅 )

ミニ研究会

ニホンザルの文化的行動

世話人 '.浅野俊夫･室伏靖子 ･松沢哲郎 ･

河合雅雄

計画研究課題 ｢集団場面における行動の形成と

伝播｣が昭和60年度より3年の予定で発足するこ

とになったが,初年度の共同利用研究採択テーマ

は,すべてニホンザルを対象とした実験的分析に

よる研究に偏ってしまった｡そこで,世話人とし

ては,共同利用研究の実験を開始する抑 こ,研究

計画を野外のニホンザルの社会生態を研究してい

る万々に披露して批判して赦いたり,野外のニホ

ンザルで観察された学習行動あるいはその伝播の

まず,4人の方々に野外での実験 ･粗茶例を紹

介して戴いた｡愛知大学の樋口弟治 (以下敬称略)

が ｢事由王刑こおけるパネル押し行動の投打と硯

というテーマで,串凸のニホンザルの耶711776巾81

銃が8年間(突願日数90日)のうちにパネルを押

して大豆を入手するという行動を控和していく様
子を報告した｡志fY前原地獄谷野揃公苑のmm英

士は,｢棒を使ってリンゴをとるニホンザノレー志
賀高原地獄谷の事例｢｣とgaして,透明なアクT)

ル･パイプの兵中に逝かれたリンゴを梓を使って

取り出すという行動を,ビデオ記録を混じえて紹
介した｡京都大学のマイク･ハフマンは,｢ニホ
ンザル野生群におけるtt石遊び''｣と超して,嵐
山群の石遊びの詳細な観察を報告した｡E!長類研

究所の丸橋珠樹は,｢lt食"は文化か適応か｣と
屈して,屋久島のサルの採食行動について,その

食べ方に関する変只と規則性を紹介した｡掛 てヽ,

昭和60年度の共同利用研究員である,京都大学の

長谷Ill芳札 関西学院大学の目上桝司,大阪大学

の武田庄平が.それぞれのテーマについての実験

計画を紹介し.活発な討講を行った｡指定討編者

として参加して叙いた.詔長研の杉山串丸,?!払

小山広軌 疫辺邦夫に謝志を表す｡

(文語 :浅野俊夫 )

霊長類の相可帯系の稔能と形態

日 時 :昭細0年8月31日

場 所 :詔長類研究所会議室

参加者 :約25名

プログラム

節-部 形態について

1.晴乳類の肝臓の血管系

中久喜正一 (東京農工大 ･馬学部)

2.霊長類上肢の動脈系の立体的解析,原投獄ロ

リス科

池田 串 ･吉井 致 ･三宅伯一郎 ･井上普

文 ･田中 均･池田一夫 ･張 国夙(川崎

医大 )

8.血管退形によろ原投獄眼動脈の立体的解析

観察例を提眺して戴いたりする場を持ち,実験的

な研究とフィールド研究との相互FJj堺を深めるこ

とを企図して,このミニ研究会を閑供した(昭和

60年5月81日)｡
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池田 申 ･吉井 致 ･三宅La一郎 ･井上普

文･田中 均･池田一夫 ･張 国夙(川崎

医大 )



4.ヒトとカニクイザルのA.malarisfとついて

太田義邦･時岡孝夫･奥田仁志･竹村明道･

岡田成賛 (大阪歯大)

5.放拙兵猿と原猿の三叉神経節の動脈分布につ
いて

太田義邦･時岡孝夫･奥田仁志･竹村明道･

開田成賛(大阪歯大)

6.ツパイの腹腔動脈とその分枝様式について

沢野啓一(都立雪谷高 )

耶二部 扱能について

7.血管平滑筋の二相性収縮と二相性昇圧反応

赤塚宜冶(東大 ･医学部 )

8.摘出脳血管の神経性収縮反応における種属差

白井八郎 ･含橋知義(京大 ･医学部 )

世話人 :江原昭普 ･目片文夫

出損WIの搾項田系について,形態と機能の両面

からアプローチすべ く,課題研究として推進して

きた｡しかし,各研究チームで方法や対象,目的

をそれぞれ5割こすることから,研究担当者のほか

にもLu迎分野の研究者にも集まって頂いて,情報

を交換し合い,問題点を討議する必要を生じた｡

この班の研究では,詔長類各分頬群について,で

きろ限り広く観察記載されることが望ましいが,

ff料に制約されるのは,ある程度やむを得ない｡

その忠畔でも各研究者のデータや成果を交換し合

うことは正夢であった｡

形掛 こ関していえば,肝臓の分菜形態を脈管系

の伽から見ていく研究,四肢に分布する動脈系や

改姓動脈の分岐パターン,眼動脈や菰面に分布す

る動脈の細部にわたる分岐様式など,これまで直

接別兄することが不可能だった分岐 ･吻合形式も

特殊な手法を開発して観察された結果が発表され

た｡一般に脈管系や筋肉系などの軟部形態から系

統関係を論ずることは危険とされてきているが,

逆に上記のそれぞれの成果が色濃く系統を反映し

ていることに,参加者は大きな興味を抱いた｡

また生理的槻能の観点から,脳動脈 ･腎動脈に

ついて,それを構成する平滑筋,内皮細胞,支配

神紐がいかに血流調節に作用しているかについて

比較生理学の立場から議論された｡議論の結果,

ウサギ ･イヌ･サル(王にニホンザル)等の実験

動物で狩られた薬理作用のデータを基にヒトの臨

伴医学への直接応用には十分に注意を払う必要性

が感じられた｡ (文責 :目方文夫 )

知能の行動分析 ･

世話人 :室伏靖子 ･浅野俊夫 ･小嶋祥三 ･

松沢哲郎 ･久保田競

今回は,ヒトの精神遅滞児の指導法の研究とチ

ンパンジーを使った学習の研究の比較を試みた｡

まず,信州大学の小島哲也氏が,｢重度精神遅
滞児の学習指導法の検討 :刺激統制の側面から｣

と超して,訓練時の刺激内プロンプトと刺激問プ

ロンプ トの効果を説明し,ヒトでは,刺激外プロ

ンプ トは失敗することが多いと報告した｡次に.

愛知県心身障害者コロニーの望月昭氏が,｢精神
遅滞児における見本合わせ訓練 :いくつかのトピ

ックス｣と超して,数に関する異種見本合せの訓

練過程の詳miを報告した.使用した刺激は,ドッ

ト･パタンとアラビア数字である｡次に,昭和60

年度の共同利用研究員が,それぞれのテーマにつ

いて,中間報告を行った｡最初に,上智大学の後

藤麻里子氏が,｢チンパンジーの自己認知の研究｣
について報告した｡母親チンパンジーであるレイ

コとプチと,それぞれの子どもであるレオとポポ

の計4頭を一緒にして,ケージ室の前lこ54×61cm

のone-way-mirrorを置き鏡の表側からチンパ

ンジーの行動や視線の動きを観察した模様を報告

した｡次に,慶応義塾大学の山本浮一氏が ｢チン

パンジーにおける刺激等価性｣について,特に初

期訓練方法の吟味を紹介した｡特に,サンプル･

ブロック法には有効性が認められたが,遅延プロ

ンプト法には効果が認められなかったと報告した｡

最後に,神戸学院大学の本吉良治氏が,｢チンパ
ンジーの数概念の接待｣について,ドット･パタ

ンとアラビア数字の間の対応を習得する際に,一

皮,ドット= タヾンをシーケンシャル･タッピン

グといったリズミカルな運動を含む反応に怒き換

える訓練をすることが効果的ではないかという観

点から行った実験の途中経過を報告した｡

指定討論者として,大阪大学の太田裕彦氏,蛋

長研の藤田和生民に参加して戴き,活発な議論が

行われた｡ヒトもチンパンジーも.手続 きが類似

していたので,議論が具体的で生産的であった｡

(文責 :浅野俊夫 )
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サルに見られる成人T細胞白血病ウイルスに関

する研究

期 日:昭和61年2月17日

場 所 :京都大学詔長柄研死所セミナー垂

参加者:約誌名

プログラム

1. 日沼析夫(荊大 .ウイルス研)

成人T細胞性白血病ウイルス研究の現状

2.田口博国(高知医大)

ATLウイルスの感染予防について

8.石田fI文(東大･理)

ATLウイルスの血清疫学的研究

4.速水正宗(東大･医科研)

サルにおけるATLとAIDSウイルス

5.村山裕一(京大 ･霊長研)

霊長類の白血球表面抗原について

6.総合討論

世話人 :野揮 誹･竹中 修･大畠 桁

松林沼明･峰躍 満

1982年に,抗ATL抗体陽性の個体が詔長研の

ニホンザルに高率に発見されたのをきっかけとし

て,霊長類のATLの研究が始まった｡翌1983年

から2年間,｢サルにみられる成人T細胞白血病
ウイルスに関する研究｣と題する計画共同研究が

行われた｡この計画共同研究および,その他の調

査･研究の成果に基づいて以下の発表が研究会に

おいてなされた｡

I.ATLウイルス研究の現状 日沼掃天

a.疫学(ATLウイルス･キャリアの典中性):

日本人とアフT)カの黒人以外にはまだ見つか

っていない｡アフリカの疫学ははっきりしな

い｡日本では全県に約百万のキャリアが推定

されていろ｡そのうちの50C/Oは九州 ･沖縄の

住民である｡ATLの発症は40才以上の成人

キャ.リア2,000人に一人と推定される｡ATL
患者の全県年間発生数は診断されているもの

で延べ約800名,年々の増軌まないようであ

る｡しかし輸血による新キャリアの発生は,

年間全県で4万人と推定されている｡

b.ATLという疾瓜像:ATLウイルスが発
見される前は,殆ど急性型のみであったが,

応近位性型及びくすぶり型 (或は的白血病型)

が多数存在することが明らかになってきた｡

C.診断:ATLウイルスの血粥中抗体の検出
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は新凝典反応の開発により簡単になった｡ま

た末梢白血球にATLのdコNAを検出すること

が可能になった｡

d.予防:ATLウイルスの自然感染経路が母

子(母乳を介して)及び夫婦(精液を介して)

問であろことが殆ど解明されたので,この経

路を退断するf77で予防可能である｡輸血によ

る感剃 ま,眺血者のATLウイルス抗体チェ

ックで可能であることはいうをまたない｡ま

たワクチンの開発も進行中である｡

e.治療:依然として特河的な冶班法は出現し

ていない｡

f.ATLウイルスの発癌機川:このウイルス

の遺伝子のうちのpX部分のタンパク質p40が,

注目されてこの機能の解明がなされつつあも

新しい発癌分子晩晴がそのうちわかるだろう｡

これは一般の発癌メカニズム約にインパクト

を与えるであろう｡

2.サルにおけるATLウイルスの研死およびウ

サギを用いたATLウイルスの感放予防の研究

田口博国

HTLV-1産生細胞株MT-2を10,000rad

のⅩ繰照射してニホンザルのリンパ球と混合.

培菜することによりサル由来の細胞株 Sl-1

の樹立に成功した｡方く大EZ堤頬研究所と実験動

物中央研究所との共同で28柾規724匹の各種の

サルfこついて抗HTLV-1抗体を検索したOその
結果ニホンザルは43.70/Oの高率に抗体陽性であ

ったほか,各種の旧世界ザルに抗体同性のもの

がみられたが,新世界ザルでは陽性のものがみ

られなかった｡またニホンザルにおいて年齢別

の抗休陽性率をみると九州などのATL多発地

域におけるヒトと同様に加齢とともに抗体陽性

率が上昇することが明らかとなったb･しかし,

ニホンザルの捕控地別の抗体保有状況をみると,

ヒトの場合と兄なって,ヒトのATLの少ない

本州各地のサルでも市率に抗体陽性のものがみ

られた｡また母子関係が判明している家系につ

いて抗体を測定をしてみると,抗体陽性の母親

から生まれた子供は高率に抗体陽性であり,ヒ

トの場合と同様,母から子への感染経路がある

ことが考えられた｡また抗体陽性の雄ザルと陰

性の雌ザルを同居させ,2カ月後に雌ザルの抗

体が励転したことにより,サルにおいても夫婦

間感染が成立することが示された.また抗休顧



性の雌ザルのリンパ球と陰性の堆ザルのリンパ

球の混合培養により,雄ザル由釆の細胞株Sl-

2を樹立し,これから多数q)C型ウイルスが産∫
出されていることをみいだした｡

次に放射線照射したMT-2とウサギリンパ球･

を混合培養することによりウサギ由来の細胞株

Ra-1を樹立した｡Ra-1を3匹のウサギに静

注することにJ:り2-6週で各ウサギが抗HT

LV-1抗体屈性となり,さらにこの腸転ウサ

ギより採血して生理食塩水で洗浄して別のウサ

ギに静注することにより3週後にこのウサギも

抗体脇性となった｡このウサギから採血しL)ン

パ球を分離してTCGFを加えて培養することに

･よりHTLⅥ重出細胞株Ra-2が樹立された｡

このように次から次-と輸血によりウサギに

HTLV-1を感染させうろことが判明したので,

この系を用いて輸血による感染の予防方法を検

討した｡まず血液を血球成分と血祭成分にわけ

4℃に1-2週保存後輸血したところ,血球成

分を輸血したウサギのみ抗体が腐転し血祭成分

ではHTLV-1の感染はおこらないこと,血液

の保存はHTLV-1の感染性を消失させないこ

とが明らかIこされた｡ 次に血液にX線照射

(餌ooFad)して直ちに輸血した群と,照舶後

1-2週4℃に保存した群を比較したところX

線照射後4℃に保存した群では抗休の協転がみ

られなかった｡このことにより血液をⅩ線照射

して1-2週4℃で保存することによりHTLV

こ1の感染性が失われることが明らかになった｡

次にMT-2を56℃に加熱するとViabilityは20

分で消失し,培養上清中のreverSetranSCrip

taSe活性も20分でほほ消失することが示され
た｡56℃80分加熱したMT-2と正常人1)ンパ球

の混合培茸ではⅩ線照射したMT-2にみられた

トランスフォームはみられず56℃80分の加熱が

母乳によるHTLV-1の感染予防に応用できる

ことを示唆した｡

3.霊長薫別こおけるHTLV-1群の血清疫学的検
索 石田資文

雷長矧 こおけるrrrLV-1群の自然感染の有

無並びに集団内での動態を検索するため,ウイ

ルスに対する抗体を感染の指標とし,蛍光抗体

法により血清疫学的検索をおこなった｡

野生ニホンザル集団でHTLV-1に対する抗体

が認められヒト以外の霊長類におけるHTLV-

-76-

1類似ウイルス群の自然感染が示された｡さら

に,抗体陽性事例に閑し,加齢に伴い窃性率が

上昇する年齢依存性,及び,家系内果磁性とい

った成人T細胞白血病多発地域において見られ

る現象と同様の現象がみられ,ヒトとニホンザ

ルにおけるHTLV-1群の存在様式が同一であ

ることが強く示唆された｡

次に,飼育下にある各霊長類について同様の
検索を行い,原猿類･新世界ザルでは陰性,旧

世界ザル･類人猿に傷性の結果を得,本レトロ

ウイルス群の宿主域は狭鼻類に含まれていろこ

とが示された｡

自然感染状態を把握するために現地採血を重
視し,宿主域と示唆された狭昇猿類より,6屈

(マカカ属,リーフモンキー属,テナガザル凪

オナガザル属,ヒヒ属,ゲラダ属),,24手動こつ

いてさらに血清疫学的検索をすすめ,マカカ屈

オナガザル屈,ヒヒ属に陽性,他の8屈に陰性

の結果を得た｡地理的には,本ウイルス8紬,'ァ

ジア･アフリカにおいて広い分布域を持つこと

が明らかになった｡また,加齢に伴う抗体脳性

率の上昇は,ウイルス陽性集団における一般的

現象であることがわかった｡注目す.<きことft,

院性種アヌビスヒヒと陰性種マントヒヒとの間

の雑種集団において抗体脇性個休がみいだされ

かつ高頻度の陽性率を示した｡このことは,坐

殖柴団円でのウイルス伝播の存在を示し,これ

らのヒヒ集団に関する,生態学的観察,及び.

疫学的検索は,本ウイルスの伝播･発現に関し

有益な知見をもたらすものと考えられる｡一方,

同所的に生息しているにもかかわらず,性的に

隔離されているトクモンキーとハヌマンラング

-ル,あるいはシシオザルとニルギリラングー

ル間で,各々前者のみに傷性個体が兄いだされ

る点は,本ウイルス群の感染力が弱いこともあ

わせ,異なる生物種間での感染が無いか,あっ

ても極く希なことを示している｡

以上の結果より,HTLV-1群の分布は盟長

頬狭昇投類に限られ,本ウイルス群の感染は挟

鼻猿斑の特徴の一つに数えられると考えられる｡

しかも,本ウイルス群が狭鼻授類において広く

分布している点から,真抜放が狭鼻抜放と広昇

猿類とに分岐した後,狭昇項類の分化が進む前の

早い時期にウイルス群の祖型が狭鼻猿矧 こ感染

を果たしたものと示唆される｡



4.サルにおけるATLとAIDSウイルス
速水正怒

ATL原因ウイルスとされているHTLV-1

に類似していろウイルスがサルから分離され,

STLVと名付けられた｡その抗原性に関しては
frrLV-1とほぼ同じであったが,迫伝子解析
では明らかにHTLV-Iと区別されるウイルス
であった｡しかしBLVやfrrLV-)よりも,
HTLV-Ⅰに近縁であった｡その地理的分布は
HTLV-Iの分布と異なっており,アジアとア
フリカのコロブス亜科以外の真猿類が,各種属

固有のウイルスを保持していた｡このことは共

通の祖先を有しているが,HTLV-1がサルか
らヒトへ感染したものでないことを示している｡

このウイルスはATL様疾患をある種のサルに
おいてヒトの場合よりも高頻度に起こすことか

ら,このウイルスの研究は単にHTLV-1の起
源を明らかにするというウイルス学的興味だけ

ではなく,HTLV-Ⅰの感染･発症の動物モデ
ルとして感鞄規格･発症捜序を明らかにする上

で有用と考える｡

AIDSと同様な疾患がサルにおいても見出さ

れ,SimianAIDS(SAIDS)と名付けられ,
SAIDS//D ウイルスが分離された｡このウイ
ルスは同じレトロウイルスであってもAIDSの
原因と考えられているLAVm LV一皿とはま

ったく異なるウイルスであったが,最近になっ

てコア苛白は交差するが,エンベロープ蛋白に

若干の相辺がみられるLAV/mLV-皿頬似の
ウイルスがある種のサルより分離された｡この

ことはLAVm LV一皿がサル由釆であること
を疑わしめる｡STLV一皿と名付けられたこの
ウイルスの研究は,LAVmTLV一皿の起源や
病原性を明らかにするだけでなく,AIDSの感
染･発症の動物モデルとして期待されている｡

5.雷長柄の白血球安面抗原について

村山裕一

ヒトリンパ球抗原に対する多くのモノクロー

ナル抗休か作製されており,.)ンパ球の粒能の

同定,分化の研究はもとより,白血病の同定と

治療法の確立などの臨床応用ミ引こ役立っていも

市販のヒトリンパ球識別用モノクローナル抗体

Leuシt)-ズを各班詔長矧 こ応用したところ,

ヒトと系統関係が離れるにしたがって反応しな

い抗体が増える傾向があった｡また,他のヒト
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汎T,Tサブセット細胞衣而抗原及びヒト組m
適合性抗原(HLA)class1,]抗原上の決淀
誠に対するモノクローナル抗体の反応性は,旧
世界ザルで50-60%,新世界ザルで20-00%と
低く,これら正長矧こ対するモノクローナル抗
体の開発が必要であると考えられる｡そこでニ

ホンザルリンパ球に対するモノクローナル抗体

を作製し,その細胞反応性について検討した｡

Balb/Cマウスにニホンザル末梢で細胞分画
またはニホンザル細胞株(JAMH17,東大人
類,石田貴文民より恵与)で免疫し,マウスミ

エローマSP2/0と常法にしたがって細胞融合
を行い,リンパ球と反応する抗休を産出するハ

イブリドーマを選択した｡スクリーニングは蛍

光顕微鏡,もしくはFACSにて蛍光抗体法によ
り行った｡

0-1抗体(IgG2a)は,末梢リンパ球の
84.9士11.台%(平均値士標準偏差 ),胸腺細胞
の96土20/Oと反応する｡T細胞分画の900/o以上

と反応するが,non-T細胞分画とは反応せ坑
汎T細胞抗原を認識していると考えられろ｡し

かしながら,衣面免疫グロプT)ン現任のいくつ

かのニホンザル細胞株と反応した｡Western

blottingで求めた対応抗原の分子塁は約120
Kで,ヒトTp120に相当すると思われろ｡U-
1抗体は,ヒト･和人損 ･新世界ザルとは反応

しない｡U-2抗体(IgG2b)は,末梢リンパ
球の49.6土7.20/0,'胸腺細胞の88土1%と反応す
る｡non-T細胞分画とは反応しないTサブセ
ット抗原をm すろ｡末約1)ンパ球での抗原分

子丑は88Kであり,Leu2a抗原隅性細胞上に
兄い出される｡Tp32-33(サプレッサー/細胞
傷害性T)を認識するLeu2a.OKT8抗体とは
異なる決定基を認識しており,U-2抗体は,

ヒト･頬入校 ･旧世界ザル･Wrtu界ザル･原損

の一部と反応した｡

U-8抗体(IgM)は,末梢リンパ球の31.1
土6.9C/Oと反応するが,胸腺細胞,及びrx)rrT
分両とは反応しない｡分子塁約30Kの末梢Tサ

ブセット抗原を認識する｡U-3抗体は,ヒト･
邦人持 ･新世界ザルとは反応しない｡

JMLAm-2抗体(IgGl)は,末梢リンパ

球の11.8±7.8%,胸腺細胞の8±2%と反応

する｡non-T細胞分画の80%以上と反応し,
HLA-DR抗体 との二重染色の結果,HLA



class)様分子を認識していることが判明しTL

抗原分子量は,62kでこの分子に反応する抗体は

他にもいくつか得られたが,IiLA-DR陽性細胞

すべての反応するもの,HLA-DR腸性細胞の

一部と反応すろものの二種の反応パターンを示

した｡

ヒトでは,植物レクチンであるPHAがヘル

パーT細胞を誘導し,ConAはサプレッサーT

細胞を誘導する事が知られているoリンパ球の

各種レクチンに対する応答性をヒト(A-ll)

とニホンザル(n-47)で比較した｡末梢単核

球をプールした同珪血祭を100/Oに加えたRPMI

1640meditmにて4日間培養し,レクチン添加

群のS.Ⅰ.値(Stimulationlndex)を核酸

一蛍光プローブ法で求めた｡その結果,PHA

(0.1250/o)添加群のS.Ⅰ.値は,ヒト942±

140(平均値標準偏差 ),ニホンザル281±184

であり,ConA(5わg/ml)添加群では,ヒ

ト419±131,ニホンザル682±285であった｡

pHAに対する応答性はヒトの万がニホンザル

より有意lこ高く(P<0.001),逆にConA に対

する応答性は,ニホンザルの方が高い(P<0.01),

PWM(1/500)添加群は,ヒト267±101,

ニホンザル243±42で有意差はなかった｡

また,ニホンザルで抗ATLⅥ充体を保有して

いる個体をMTl細胞を用いてズクリーニング

し,抗体陰性群(n-10)と陰性群(A-5)間

で同様のレクチン応答性を調べた｡陰性群では,

PIiA876士123,PWM249士95,ConA606
士,195であり,陶性群で岐 PHA934±89,

PWM142±30,ConA859士144で8種のレ

クチンに喝する応答性が抗体陽性群で低下して

いた(P<0.05)｡次に,抗体陰性群と陽性群間

でPWM刺激による抗体産生能を比較したが,

両群間で有志な差を革めなかった｡

霊長類の聴覚と音声

日 時 :昭和61年1月18日(土)

場 所 :霊長頬研究所会議室

参加者 :約30名

プログラム

1. チンパンジーの発声,聴覚,音声知覚

小嶋祥三 (京大 ･霊長研 )

2.野生マンドリルの音声コミュニケーション

宮藤浩子(京大 ･望長研 )

3.霊長類の喉頭下降現象

葉山杉夫 (関西医大)

4.内視鏡によるニホンザル,チンパンジーの喉

頭運動の観察

平林秀樹(独協医大 )

5.ヒトの発話機構の分析

本多清志(東大 ･言語医研 )

6.ニホンザル大脳聴覚野ニューロンのサルの音

声に対する反応

鎌田 勉 (北大 ･歯 )

7. ラットの聴覚と音声コミュニケーション

村田計- (東医歯大 ･難研)

小嶋はチンパンジーとヒトの音声知覚の相違を,

聴覚 ･発声特性の差から論じ,ヒ.トの音声言語の

進化について考察した｡官藤はアフリカで野生の

マンドリルを調査し,種々の音声から群れの社会

的な行動について論じた｡葉山はツパイから甑人

垣までの喉頭部の形態について述べ,その下降に

ついて論じた｡平林は共同利用研究で行った,内

視鏡によるチンパンジー,ニホンザルの喉頭迎劫

の貴重な記録をビデオで示した｡本多は音声のL

PC分析の原理について述べ,それをサルの音声

の分析に適用する際の問題点について論じた｡鎌

田は共同利用研究で行った,サルの聴覚野ニュー

ロンの音声を含む音刺激に対する反応についての

中間報告をした｡村田はネズミの聴覚機能と音声,

背景雑音レベル等について論じた｡最後に包田(北

大 ･歯)がなされた発表について,いくつかの問

超を指摘した｡各発表は互いに関係する部分を持

ち,そこIこ総合化の手掛りがあると思われた｡

(文責 :小嶋祥三 )

運動規の心理学と生理学

日 時 :昭和61年3月1日CE)

場 所 :詔長放研究所会議室

参加者 :約30名

プログラム

1.運動祝の心理学

究見成正(慶応大学 ･経済)

2.仮現運動の心理物理学

髪櫛一夫(中京大学 ･文学)
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3.MT野と心理物理学

三上串允(京都大学 ･詔長研)

4.MS野-MST野における運動怖報の統合

田中啓治(NHK基礎研)

5.頭頂連合野と運動祝

酒EI]英夫(穴京都神経研)

6.運動祝の工学モデル

荷 晃徳(TE総研)

7.総合討論
本ミニ研究会では,視覚情報の一つの重要な側

面である運動祝を取 り上げ,心理学,生理学,工

学の立切からの発表にもとづいて討論を行った｡

常兄は,運動祝における群化,完結化,同一化の

現象について,映画を用いて解説した｡髪櫛は,

仮現運動の心理物理学,三上は神経生理学につい

てそれぞれの実験データを中心に検討した｡田中

はMST野,酒田は頭頂連合野で記録される回転･･

運動に方向選択性を示すニューロンについて,そ

の性質とメカニズムについてのつっ込んだ討論を

行った｡掛 ま,運動情報の特徴抽出過程について,

局所的運動,全体的運動,自己移動状態を説明す

る,彼自身のものをも含むいくつかの工学モデル

を紹介した｡心理学,生理学,工学の三つの分野

が,今後も協力して研究を進めてゆく必要性が確

認され散会した｡ (文語 :三上孝允)
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